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説
法
印
阿
弥
陀
如
来
像
を
め
ぐ
る
試
論

藤

岡

穣

は

じ

め

に

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
、
し
ば
し
ば
説
法
印
の
阿
弥
陀
加
来
像
が
造
立
さ
れ
た
。
こ
と
に
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
、

（

1
）
 

運
慶
作
の
静
岡
・
願
成
就
院
像
、
快
慶
周
辺
の
作
と
も
推
定
さ
れ
る
京
都
・
八
角
院
像
、
大
阪
・
専
修
寺
像
な
ど
奈
良
仏
師
に
よ
る
と

み
ら
れ
る
造
像
が
目
立
つ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
小
稿
は
、
奈
良
仏
師
造
像
に
関
心
を
寄
せ
る
立
場
か
ら
、
説
法
印
阿
弥
陀
の
造
像
の

典
拠
を
探
ろ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

初
め
に
、
先
学
に
導
か
れ
な
が
ら
阿
弥
陀
説
法
印
の
諸
形
式
を
分
類
・
整
理
す
る
。
そ
の
う
え
で
諸
図
像
集
中
に
各
々
の
典
拠
を
探

り
た
い
。
さ
ら
に
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
の
説
法
印
阿
弥
陀
像
に
つ
い
て
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

阿
弥
陀
説
法
印
の
語
形
式

1 

（

2）
 

光
森
正
士
氏
は
、
阿
弥
陀
仏
の
印
相
図
解
に
お
い
て
、
説
法
印
を
次
の
九
種
に
分
類
し
て
い
る
（
図
1
）
。
九
種
の
う
ち

I
は
両
手



2 

を
胸
前
に
挙
げ
、
第
一
、
二
指
を
相
捻
、
左
手
は
掌
を
内
に
、
右
手
は
外
に
向
け
る
印
相
で
あ
る
。

H
は
I
に
き
わ
め
て
近
い
が
、
左

手
の
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
。
皿
は
両
手
と
も
第
一
、
三
指
を
相
捻
、
左
手
は
腹
前
で
仰
掌
、
右
手
は
胸
前
に
挙
げ
る
。
な
お
、
光

田
と
両
手
の
位
置
が
同
じ
で
、
各
々
相
捻
じ
る
指
が
H
と
同
じ
で
あ
る
作
例
を
H
の
変
形
と
す
る
が
、
両
手
の
位
置
関
係
を

森
氏
は
、

重
視
し
て
、
む
し
ろ
田
の
変
形
と
し
た
方
が
理
解
し
や
す
い
。

wは
I
と
同
じ
く
両
手
を
胸
前
に
挙
げ
、
第
一
、
二
指
を
相
捻
じ
る
が
、

両
手
と
も
掌
を
外
に
向
け
る
。

wが
両
手
を
胸
前
に
挙
げ
る
の
に
対
し
、
両
手
の
間
隔
を
広
げ
、
両
肩
の
前
辺
に
挙
げ
る
の
を
N
の
変

形
と
す
る
。

N
と
両
手
の
位
置
が
同
じ
で
、
両
手
と
も
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
の
を
V
、
第
一
、
四
指
を
相
捻
じ
る
の
を
取
と
す
る
。

最
後
に
四
は
全
指
を
伸
ば
し
た
両
手
を
胸
前
で
対
向
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
説
法
印
と
は
仏
陀
が
説
法
す
る
と
き
に
結
ぶ
印
相
で
、
転
法
輪
印
と
も
称
す
る
－
説
法
す
る
仏
陀
の
姿
は
施
無
畏

さ
て
、

印
や
、
手
を
法
輪
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
グ
プ
タ
期
の
サ
i
ル
ナ
l
ト
に
お
い
て
I
、

（

3）
 

H
の
よ
う
な
印
相
が
初
転
法
輪
像
の
印
と
し
て
採
用
さ
れ
、
以
降
、
こ
れ
が
説
法
印
の
典
型
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（

4
）
 

そ
れ
が
釈
迦
で
な
く
阿
弥
陀
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
国
の
惰
な
い
し
初
唐
と
み
ら
れ
る
？
な
お
、
ガ
ン
ダ

（

5）
 

I
、
ロ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
グ
プ
タ
期
サ
i
ル
ナ
l
ト
の
作
例

そ
し
て
、

i
ラ
や
イ
ン
ド
に
お
け
る
説
法
印
に
は
数
種
の
形
式
が
あ
り
、

に
向
け
て
軽
く
握
り
、
左
手
は
腹
前
で
仰
掌
、
軽
く
指
を
曲
げ
、

（図
2
）
は
大
方
そ
の
二
種
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
で
早
く
か
ら
み
ら
れ
る
説
法
印
（
図
3
）
は
、
右
手
は
胸
前
で
掌
を
内

そ
の
指
先
で
右
手
の
第
五
指
に
触
れ
る
よ
う
に
す
る
印
相
で
あ
り
、

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
で
は
右
手
は
掌
を
外
に
向
け
て
第
て
二
指
を
相
捻
じ
、
左
手
は
掌
を
内
に
向
け
て
第
て
二
指
を
相
捻
じ
、
第
五
指

先
を
右
手
の
第
一
、
二
指
先
に
触
れ
る
タ
イ
プ
（
図
4
）
で
あ
る
。

中
国
の
作
例
に
は
さ
ら
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
敦
煙
莫
高
窟
第
二
二

O
窟
南
壁
の
阿
弥
陀
浄
主
図
で
は
H
の
サ
l
ル
ナ
i



ト
式
の
説
法
印
、
同
三
三
二
窟
東
壁
南
側
の
阿
弥
陀
五
十
菩
薩
図
で
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
i
式
の
説
法
印
だ
が
、
龍
門
敬
善
寺
区
無
紀
年
洞

〈

6）

で
は
両
手
を
交
叉
し
、
南
響
堂
山
第
二
窟
の
浄
土
図
浮
彫
で
は
両
手
を
上
下
に
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
胸
前
に
お
か
れ
る

両
手
の
仕
種
は
多
様
で
あ
る
。

一方、

日
本
で
の
｜
｜
主
と
し
て
阿
弥
陀
に
み
ら
れ
る
｜
｜
説
法
印
は
、
光
森
氏
の
分
類
に
ほ
ぽ
集
約
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
I
、
ロ

は
イ
ン
ド
以
来
の
形
式
を
継
承
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

wな
ら
び
に
そ
の
変
形
、

v、
羽
の
両
手
と
も
掌
を
外
に

説法印阿弥陀如来像をめぐる試論

向
け
、
両
手
を
左
右
対
称
に
す
る
形
式
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
の
作
例
に
は
見
出
せ
な
い
o
－
智
光
量
茶
羅
に
独
特
の
四
の
形
式
も
、
そ
の

mと
H
の
変
形
の
二
種
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
の
作
例
で
は
い
ず
れ
も
両
手
の
ポ
l

源
流
を
明
確
に
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、

ズ
に
連
動
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
腹
前
で
伸
掌
す
る
左
手
と
施
無
畏
印
風
に
胸
前
に
挙
げ
る
右
手
と
の
相
関
性
が
希
薄
で
、
む

し
ろ
説
法
印
の
範
曙
に
入
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
お
け
る
説
法
印
阿
弥
陀
像
の
変
遷

次
に
、
日
本
に
お
け
る
こ
う
し
た
阿
弥
陀
の
説
法
印
の
諸
形
式
に
つ
い
て
、
現
存
作
例
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
振
り
返
っ
て

（

7）
 

み
た
い
。
日
本
に
お
い
て
説
法
印
の
如
来
像
の
作
例
が
確
認
さ
れ
る
の
は
七
世
紀
末
頃
か
ら
で
あ
る
。
三
重
・
夏
見
廃
寺
出
土
埼
仏
、

法
隆
寺
等
に
伝
来
す
る
押
出
仏
な
ど
が
そ
う
し
た
最
初
期
の
作
例
で
、
そ
の
う
ち
脇
侍
菩
薩
が
化
仏
、
水
瓶
を
標
識
と
す
る
も
の
に
つ

〈

8
）

い
て
は
阿
弥
陀
三
尊
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
共
通
の
原
型
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
説
法
印
の
形
式
は

ー
で
あ
る
（
図
5
）
。
奈
良
・
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
う
ち
大
号
壁
阿
弥
陀
浄
土
図
の
中
尊
が
説
法
印
を
結
ぶ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

3 

る
。
制
作
時
期
は
七
世
紀
末
頃
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
形
式
は
H
で
あ
る
（
図
6
）
。
八
世
紀
半
ば
過
ぎ
頃
ま
で
、
阿
弥
陀
の
説



4 

法
印
は
I
、
H
の
両
形
式
が
踏
襲
さ
れ
、
当
麻
量
茶
羅
図
は
H
、
頭
塔
の
う
ち
西
面
第
一
段
中
央
の
阿
弥
陀
三
尊
像
と
み
ら
れ
て
い
る

像
は
I
の
形
式
で
あ
る
。

八
世
紀
後
半
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
前
期
に
か
け
て
の
頃
か
ら
、
両
手
と
も
第
て
四
指
を
相
捻
じ
、
掌
を
外
に
向

と
こ
ろ
が
、

け
る
wn
の
形
式
の
阿
弥
陀
が
登
場
す
る
。
奈
良
・
輿
福
院
阿
弥
陀
三
尊
像
の
中
尊
、
京
都
・
広
隆
寺
阿
弥
陀
加
来
像
（
図
6
）
な
ど
が

（

9
）
 

そ
れ
で
あ
る
。
奈
良
・
西
大
寺
四
仏
の
う
ち
伝
宝
生
知
来
像
、
石
川
・
伏
見
寺
の
銅
造
知
来
像
も
阿
弥
陀
で
あ
る
な
ら
ば
同
形
式
で
あ

（叩）

る
。
ま
た
、
奈
良
・
法
隆
寺
伝
法
堂
西
の
問
、
束
の
間
の
阿
弥
陀
三
尊
も
同
様
の
印
相
と
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
阪
・
孝
恩
寺
の

寺
伝
に
弥
勅
菩
薩
と
い
う
如
来
坐
像
も
説
法
印
を
結
び
、
阿
弥
陀
と
し
て
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
孝
恩
寺
像
は
輿
福

（

H）
 

院
像
や
広
隆
寺
像
と
は
異
な
り
、
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
V
の
形
式
で
あ
る
。

広
隆
寺
像
な
ど
が
造
立
さ
れ
た
後
、
九
世
紀
末
頃
か
ら
、
阿
弥
陀
知
来
の
印
相
は
両
界
量
茶
羅
の
図
像
に
基
づ
く
定
印
が
主
流
と
な

（

辺

）

（

日

｝

り
、
逆
に
説
法
印
の
作
例
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
一

O
世
紀
末
頃
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
来
迎
印
を
結
ぶ
作
例
が
加
わ
り
、
そ
う
し

た
状
況
の
な
か
、
説
法
印
像
が
再
ぴ
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安
末
期
、

一
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
以
降
の

作
例
の
印
相
を
み
る
と
、

ー
な
い
し
E
の
形
式
は
、
奈
良
時
代
以
来
の
伝
統
を
継
承
す
る
当
麻
量
茶
羅
図
や
そ
の
他
の
阿
弥
陀
浄
土
図

（

U）
 

に
は
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
新
た
な
図
様
の
な
か
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず
、
彫
刻
作
例
に
は
全
く
な
い
。
一
一
方
、
両
手
の
掌
を

正
面
に
向
け
る
形
式
の
場
合
、
奈
良
1
平
安
前
期
の
作
例
の
よ
う
に
第
一
、
四
指
を
相
捻
じ
る
羽
だ
け
で
な
く
、
第
一
、
二
指
を
相
捻

じ
る
W
、
同
じ
く
第
一
、
二
指
を
相
捻
じ
る
が
、
両
手
の
間
隔
を
広
げ
る
W
の
変
形
、
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
V
が
加
わ
り
、
特
に

彫
刻
作
例
で
は
V
の
形
式
が
多
く
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。



両
手
掌
を
外
に
向
け
る
阿
弥
陀
脱
法
印

以
上
に
お
い
て
、
説
法
印
の
諸
形
式
を
分
類
す
る
と
と
も
に
、

日
本
に
お
け
る
説
法
印
の
諸
形
式
に
は
一
定
の
変
遷
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
こ
と
に
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
羽
の
形
式
の
登
場
、
そ
L
て
一
二
世
紀
に
新
た
に
W
や

V
の
形
式
が
加
わ
る
こ
と
は
、
説

説法印阿弥陀知来像をめぐる試論

法
印
の
形
式
変
遷
に
大
き
な
画
期
を
も
た
ら
し

τい
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
両
手
と
も
掌
を
外
に
向
け
る
説
法
印
に
つ
い
て
、
そ
の

登
場
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
末
尾
に
両
手
掌
を
外
に
向
け
る
説
法
印
阿
弥
陀
の
一
覧
表
を
付
し
た
。
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

一一一ー一

『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
説
法
印

八
世
紀
後
半
に
あ
ら
わ
れ
た
羽
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
く
阿
弥
陀
説
法
印
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

（店）

て
い
る
が
、
こ
こ
で
再
検
討
し
て
み
た
い
。

手
イ乍
阿
捕
陀
説
法
印

左
右
大
指
無
名
指
頭

宣届

翠君
”集
若童
謡巻
無第
名二
指の

理阿

聖路

芸護
暴持

議出
頭ー
印
左相
右に
頭っ

草ご
京会
指 Y
開令

竪音色
記
す

す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
説
法
印
を
結
ぶ
こ
と
を
規
定
し
た
う
え
で
、

そ
の
具
体
的
な
形
に
つ
い
て
両
手
と
も
第
て

四
指
を
相
拾
じ
、
右

の
第
て
四
指
先
で
左
の
第
一
、
四
指
先
を
押
し
、
残
り
の
第
二
、
三
、
五
指
を
開
き
立
て
る
と
い
う
。
こ
の
説
明
の
う
ち
第
一
、
四

指
を
相
捻
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
第
て
四
指
先
で
左
の
第
一
、
四
指
先
を
押
す
と
い
う
点
に
つ

5 

い
て
は
解
釈
が
難
し
い
。
「
覚
禅
紗
』
巻
第
六
阿
弥
陀
の
小
呪
印
の
項
に
は
、
安
養
房
芳
源
の
説
と
し
て
、
小
呪
印
は
『
陀
羅
尼
集
経
』

（ロ｝

の
阿
弥
陀
の
輪
印
（
転
法
輪
印
）
で
あ
り
、
広
隆
寺
阿
弥
陀
の
印
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
の
説
を
挙
げ
て
い
る
。
広
隆
寺
阿
弥
陀
と
は
現

存
す
る
同
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
に
相
違
な
い
が
、
こ
の
像
の
印
は
第
一
、
四
指
を
相
捻
じ
た
左
右
の
子
を
相
接
す
る
よ
う
に
構
え
る
の
が



6 

特
徴
的
で
あ
る
。
右
の
第
一
、
四
指
先
で
左
の
第
一
、
四
指
先
を
押
す
と
は
、
こ
の
場
合
、
両
手
の
第
一
、

四
指
先
を
押
し
つ
け
A
雪ノ

よ
う
に
胸
前
に
置
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
阿
婆
縛
抄
』
巻
第
五
十
三
阿
弥
陀
許
可
作
法
に
は
、
安
養
房

流
浄
主
房
の
伝
と
し
て
、
小
呪
印
は
同
じ
く
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
阿
弥
陀
の
輪
印
と
し
な
が
ら
、
左
手
は
仰
げ
て
第
ー
一
、
四
指
を
相
拾

（鴎）

じ
、
右
手
も
第
一
、
四
指
を
相
捻
じ
る
が
、
左
手
の
上
を
覆
い
、
両
手
の
第
一
、
四
指
で
互
い
に
支
え
合
う
形
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
右
の
第
一
、

四
指
先
で
左
の
第
て
四
指
先
を
押
す
と
い
う
の
を
、
仰
掌
し
た
左
手
の
第
一
、
四
指
先
を
右
手
の
第
一
、
四
指

先
で
上
か
ら
押
さ
え
る
形
と
解
釈
し
て
い
る
よ
、
ヲ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
安
や
鎌
倉
の
図
像
集
に
も
二
通
り
の
解
釈
が
み
ら
れ
る
。

『
陀
羅
尼
集
経
」
の
所
説
が
本
来
い
ず
れ
を
意
味
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
広
隆
寺
像
に
み
ら
れ
る
説
法
印
の
形
式
は
、
前
者
の
解

（

mm｝ 

釈
に
立
つ
な
ら
ば
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
に
き
わ
め
て
忠
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
典
拠
と
な
っ
た
可
能
性
を
し
め
す
も
の
と
言
え
よ
す
。

（初）

阿
弥
陀
が
説
法
相
を
し
め
す
こ
と
は
「
不
空
頴
索
神
変
真
言
経
』
や
『
阿
櫓
力
迎
経
」
な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
手
印
の

具
体
的
な
形
に
ま
で
触
れ
た
も
の
は
な
く
、
イ
ン
ド
伝
来
の

I
、
H
の
説
法
印
で
あ
れ
ば
無
論
の
こ
と
、
右
手
施
無
畏
印
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
姿
は
説
法
相
と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
具
体
的
な
説
法
印
の
形
状
を
記
し
た
『
陀
羅
尼
集

経
』
の
意
義
は
小
さ
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
閉
経
と
実
際
の
造
像
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
始
ま
つ

延
暦
一

O
年
（
七
九
一
）
の
造
立
と
み
ら
れ
る
奥
福
寺
講
堂
像
を
は
じ
め
と
し
て
、

（幻｝

平
安
初
期
、
八
世
紀
末
頃
か
ら
の
造
像
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鑑
真
請
来
の
普
集
会
量
茶
羅
図
が
同
経
に
拠
る
と

（

n） 

も
考
え
ら
れ
、
そ
の
受
容
に
つ
い
て
は
あ
る
い
は
鑑
真
来
朝
の
頃
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
陀
羅
尼
集
経
』

た
西
大
寺
造
像
に
お
い
て
、
ま
た
四
天
王
の
場
合
、

の
実
際
の
造
像
に
お
け
る
受
容
は
八
世
紀
後
半
に
徐
々
に
広
ま
っ
た
と
し
て
大
過
な
い
。
こ
の
受
容
時
期
は
、
阿
弥
陀
に
買
の
形
式
の

説
法
印
が
採
用
さ
れ
て
い
く
時
期
と
ま
さ
に
符
合
し
、
こ
の
形
式
の
説
法
印
が
同
経
所
説
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
と
言
え
よ
、
ヲ
。



な
お
、
こ
う
し
た
両
手
掌
を
外
に
向
け
る
阿
弥
陀
説
法
印
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
興
福
寺
講
堂
本

尊
の
阿
弥
陀
知
来
像
の
存
在
も
興
味
深
い
。
「
七
大
寺
日
記
』
や
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
は
、
興
福
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
が
説
法
印
で
あ

（

お

）

（

斜

）

っ
た
こ
と
を
伝
え
、
興
福
寺
量
茶
羅
な
い
し
興
福
寺
講
堂
量
奈
羅
の
諸
本
に
も
阿
弥
陀
は
多
く
説
法
印
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
興
福

説法印阿弥陀如来像をめぐる試論

寺
講
堂
は
、
天
平
一
八
年
（
七
四
六
）
に
創
建
さ
れ
、
当
初
は
不
空
絹
索
観
音
像
が
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
た
が
、
延
暦
一

O
年
（
七

（お）

九
一
）
に
は
乙
牟
漏
皇
后
の
追
善
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
阿
弥
陀
三
尊
像
が
こ
れ
と
交
替
し
て
本
尊
と
さ
れ
た
。
輿
福
寺
講
堂
は
、
そ

の
後
、
永
承
元
年
（
一

O
四
六
）
、
康
平
三
年
（
一

O
六
O
）
、
永
長
元
年
（
一

O
九
六
）
に
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
永
長
の
火
災

で
は
仏
像
は
全
て
無
事
だ
っ
た
が
、
永
承
、
康
平
の
火
災
で
の
仏
像
の
被
害
に
つ
い
て
は
明
徴
を
欠
く
。
し
か
し
、
『
七
大
寺
日
記
』

一
二
世
紀
前
半
に
説
法
印
の
阿
弥
陀
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
前
章
で
み
た

や
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
本
に
お
け
る
説
法
印
阿
弥
陀
の
造
像
の
変
遷
に
照
ら
す
限
り
、
当
初
像
が
そ
の
ま
ま
伝
来
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
仮
に
焼
失
後
の
再
興
像
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
初
像
の
像
容
を
遵
守
し
て
再
興
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
輿

（初）

福
寺
講
堂
諸
像
の
う
ち
四
天
王
が
『
陀
羅
尼
集
経
」
を
典
拠
色
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、
説

（却）

法
印
で
あ
っ
た
と
い
う
本
尊
が
同
経
を
典
拠
と
し
た
蓋
然
性
も
高
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
八
世
紀
後
半
か
ら
登
場
し
た
羽
の
形
式
の
説
法
印
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説
法
印
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た

結
果
、

wn
の
形
式
の
説
法
印
が
『
陀
羅
尼
集
経
」
に
依
拠
す
る
可
能
性
を
改
め
て
し
め
す
こ
と
が
で
き
た
。

一
一
一
世
紀
以
降
に
お
け
る
阿
弥
陀
説
法
印

7 

第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
九
世
紀
末
頃
か
ら
定
印
が
阿
弥
陀
の
印
相
の
主
流
と
な
る
と
、
説
法
印
阿
弥
陀
は
す
っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
、
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そ
れ
が
再
び
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
現
存
作
例
を
み
る
限
り
で
は
一
二
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
単

な
る
リ
パ
イ
パ
ル
で
は
な
く
、
従
来
の
羽
に
加
え
、
新
た
に
W
、
V
の
形
式
が
登
場
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時

期
に
お
け
る
説
法
印
の
復
活
が
、
単
に
い
わ
ゆ
る
復
古
的
な
現
象
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
沸
い
て
く

る
。
以
下
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、

一
二
世
紀
以
降
の
阿
弥
陀
説
法
印
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

（
ご
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
形
式

ま
ず
、
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
V
の
形
式
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
形
式
は
、
絵
画
作
例
で
は
稀
だ
が
、
彫
刻
に
は
多
く
の

作
例
が
あ
り
、

む
し
ろ
主
流
と
な
っ
て
い
た
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
印
相
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
心
覚
筆
の
旧
東
寺
観
智
院

本
『
諸
尊
図
像
』
巻
上
の
阿
弥
陀
の
図
像
が
注
目
さ
れ
る
（
図
8
）
。
同
図
は
定
印
の
坐
像
、
三
昧
耶
形
、
さ
ら
に
V
、
N
、
mn
の
説

法
印
と
来
迎
印
の
手
印
の
み
を
図
示
し
、
こ
れ
に
像
容
に
関
す
る
覚
え
を
書
き
添
え
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
『
陀
羅
尼
集
経
」
所
説

（幼）

の
説
法
印
に
つ
い
て
、
第
一
、
四
指
を
相
捻
じ
る
形
式
の
他
に
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
形
式
が
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
い
る
。
同
図

は
、
当
時
通
有
の
阿
弥
陀
の
図
像
や
印
相
を
図
解
し
、
説
明
を
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ず
か
な
覚
え
書
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
説
法
印
の
異
説
と
し
て
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
形
式
を
記
す
の
は
、
当
時
こ
の
形
式
が
し
ば
し
ば

採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
彫
刻
作
例
に
多
く
み
ら
れ
る
V
の
形
式
は
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
所

説
の
説
法
印
の
異
説
と
す
る
理
解
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、

そ
れ
で
は
何
故
こ
う
し
た
『
陀
羅
尼
集
経
』

の
異
説
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
「
覚
禅
紗
』
巻
第
六
の
裏
書
に
、

安
養
房
芳
源
の
口
伝
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
小
呪
印
に
注
目
し
た
い
。

二
子
各
嘗
胸
。
各
火
空
相
捻
相
向
。
其
間
相
離
芥
子
計
。
是
禰
陀
迎
接
印
也
。
件
虞
言
先
徳
多
用
金
剛
界
三
摩
舎
禰
陀
印
。
日
疋
依
秘
本
印
用



（

担

）

之
也
。
印
相
難
普
相
知
。
此
異
言
之
印
事
。
人
未
多
知
。
極
融
事
也
。
妄
勿
伝
之
巳
上

両
手
と
も
胸
前
に
置
き
、
第
て
三
指
を
相
捻
じ
、
両
手
を
向
か
い
合
わ
せ
、
両
手
の
間
隔
を
芥
子
粒
ほ
ど
に
開
け
る
と
説
明
す
る

説法印阿弥陀如来像をめぐる試論

V
の
形
式
の
印
相
を
結
ぶ
各
像
の
力
の
こ
も
っ
た
姿
を
直
ち
に
想
起
さ
せ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
’
か
け
て
盛
ん
に
編
纂
さ
れ
た
図
像
集
に
は
、
形
像
と
し
て
印
相
を
説
く
ほ
か
、
種
々
の
真
言
を
請
す
る

際
に
結
ぶ
べ
き
印
を
説
い
て
い
る
。
芳
源
口
伝
の
小
呪
印
も
そ
の
↓
例
だ
が
、
そ
う
し
た
印
の
う
ち
特
に
小
呪
印
と
決
定
往
生
印
に
は
、

『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説
法
印
と
同
形
式
の
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
『
図
像
抄
』
で
は
小
呪
印
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
明
記
）

左
右
大
指
無
名
指
相
合
嘗
心
掛
叩
九
一
制
服
抽
出
肝
村
山
叩
蹴
一
諭

師
説
が
様
々
と
は
言
い
な
が
ら
、
第
一
、
四
指
を
相
捻
じ
、
胸
に
当
て
る
と
い
う
の
は
ま
さ
に
百
と
同
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
印
は
、
顕
成
就
院
像
を
は
じ
め
、

別

尊
雑
記
』
巻
第
五
阿
弥
陀
は
、
次
の
よ
う
に
成
蓮
房
兼
意
の
説
を
引
用
す
る
。

次
小
田
川
印
先
左
手
作
三
古
仰
安
勝
。
右
手
以
無
名
指
捻
大
甲
覆
左
印
上

（お）

次
決
定
往
生
印
。
二
羽
無
名
大
指
合
徐
開
立

こ
こ
で
の
小
呪
印
は
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
く
説
法
印
の
二
解
釈
の
う
ち
、
戸
手
を
上
下
に
重
ね
る
形
式
と
一
致
し
、
ま
た
決
定
往
生

印
は
砲
の
形
式
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
覚
禅
紗
』
の
記
述
は
錯
綜
し
て
い
る
が
、
決
定
往
生
印
に
つ
い
て
は
、
兼
意
の
説
と
し
て

第
一
、
四
、
五
指
を
相
捻
じ
る
印
を
あ
げ
た
う
え
、
割
注
に
或
説
と
し
て
第
一
指
を
聞
く
形
、
信
運
の
説
と
し
て
第
一
、
四
指
を
相
捻

じ
る
形
を
記
し
、

つ
い
で
八
葉
印
、
輪
印
（
転
法
輪
印
）
を
用
い
る
と
も
伝
え
て
い
る
。
小
呪
印
に
つ
い
て
は
輪
印
と
名
づ
く
と
し
て
、

9 

第
て
四
指
を
相
拾
じ
た
両
手
を
合
掌
す
る
よ
う
に
対
向
さ
せ
る
印
を
説
き
、
さ
ら
に
兼
意
、
芳
源
な
ど
の
所
説
を
あ
げ
る
。
ま
た
、

（お）

続
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
輪
印
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
心
呪
に
用
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
小
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呪
印
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説
法
印
は
、
決
定
往
生
印
も
含
め
、
各
々
に
連
鎖
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（お）

小
呪
と
は
、
阿
弥
陀
法
の
根
本
儀
軌
で
あ
る
『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
に
無
量
寿
知
来
心
真
言
と
さ
れ
る
九
字
か
ら
な
る
真

言
で
、

心
呪
な
い
し
心
真
言
と
も
呼
ば
れ
る
。
同
軌
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
十
万
遍
諦
す
る
と
臨
終
時
に
極
楽
世
界
へ
往
生
す
る
こ
と
が

決
定
す
る
と
い
う
。
本
来
、
同
様
に
簡
単
な
掲
磨
会
真
言
や
決
定
往
生
真
言
（
心
中
真
言
）
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
軌
に
説
く

無
量
寿
如
来
根
本
陀
羅
尼
（
大
呪
）
と
と
も
に
、
平
安
後
期
以
降
広
く
請
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
安
末
期
、
天
台

浄
土
教
の
隆
盛
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、
高
野
山
を
舞
台
の
中
心
と
し
て
真
言
密
教
に
も
浄
土
教
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
真
言
系
の
諸

『
無
量
寿
儀
軌
』
所
説
の
大
呪
を
諦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
の
罪
業
が
消
滅
し
、
臨
終
の
時
に
は
無
量
寿
如
来

な
ら
び
に
聖
衆
が
来
迎
し
、
上
品
上
生
の
往
生
が
か
な
う
こ
と
、
小
呪
を
諦
す
る
こ
と
に
よ
る
極
楽
往
生
へ
の
功
徳
が
多
く
説
か
れ
る

図
像
集
の
な
か
に

の
は
、
同
軌
が
阿
弥
陀
法
の
根
本
儀
軌
と
さ
れ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
の
功
徳
に
関
心
が
払
わ
れ
た
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
大
小
呪
は
、

そ
の
効
験
を
期
待
し
て
大
い
に
請
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

図
像
集
で
は
、
小
呪
印
が
し
ば
し
ば
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説
法
印
に
比
べ
ら
れ
た
様
子
を
先
に
み
た
が
、

そ
れ
な
ら
ば
逆
に
説

法
印
は
小
呪
印
を
連
想
さ
せ
、

さ
ら
に
は
小
呪
と
そ
の
功
徳
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
『
覚
禅
鈴
』
裏
書
に
掲
げ
ら
れ

た
芳
源
の
説
に
は
、
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
小
呪
印
を
阿
弥
陀
迎
接
印
と
も
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
小
呪
の
極
楽
往
生
の
功
徳
に
発

し
た
見
方
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
陀
羅
尼
集
経
」
所
説
の
説
法
印
に
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
と
い
う
異
説
が
生
じ
た

の
も
、
ま
ず
は
芳
源
が
口
伝
し
た
よ
う
な
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
小
呪
の
秘
印
が
あ
り
、
そ
れ
が
次
第
に
説
法
印
と
し
て
受
容
さ
れ

（幻）

て
い
っ
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
の
造
像
に
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
形
式
が
多
い
の
は
、

そ
う
し
た
芳
源
口
伝
に
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。



（
ニ
）
第
一
、
ニ
一
指
を
相
捻
じ
る
形
式

お
よ
び
そ
の
変
形
形
式
の
説
法
印
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
諸
国
像
集
を
通
覧

す
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
第
一
、
四
指
を
相
捻
じ
る
班
、
そ
し
て
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
V
の
形
式
の
よ
う
に
、

次
に
、
残
る
第
一
、
二
指
を
相
捻
じ
る
W
の
形
式
、

『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説
法
印
と
み
な
す
べ
き
根
拠
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
こ
の
W
の
形
式
の
説
法
印
を
明
確
に
説

い
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
一
体
、

い
か
な
る
事
情
に
よ
っ
て
こ
の
形
式
の
説
法
印
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

論試’Q
 
ぐ
そ
の
像
内
の
背
面
中
央
じ
金
剛
界
阿
弥
陀
の
種
子
、
胎
蔵
大
日
の
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
真
言
、
阿

｛
咽
拍
）

制
弥
陀
小
呪
、
さ
ら
に
五
相
成
身
観
の
う
ち
通
達
本
心
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墨
書
は
、
覚
鍍
が
大
成
し
た
大
日
と
阿
弥
陀
と

像

（

担

来
が
同
体
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
反
映
し
た
も
の
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
密
教
的
な
思
想
に
基
づ
く
造
像
と
み
な
す
こ

知蹴
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
金
剛
峯
寺
像
も
そ
の
伝
来
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
真
言
系
の
造
像
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

阿法説

こ
れ
ら
の
形
式
の
作
例
と
し
て
は
、
法
隆
寺
旧
夢
殿
像
、
金
剛
峯
寺
の
旧
谷
上
大
日
堂
像
な
ど
、
平
安
末
期
の
彫
像
作
例
が
ま
ず
挙

げ
ら
れ
る
。
法
隆
寺
像
は
、

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
絵
画
作
例
を
中
心
に
こ
の
形
式
を
と
る
阿
弥
陀
が
多
く
な
る
が
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
山
越
阿
弥
陀
像
で

（伺）

あ
る
。
こ
の
山
越
阿
弥
陀
に
つ
い
て
は
、
密
教
の
月
輪
観
や
阿
字
観
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
｜
｜
中
野
玄
三
氏
は
こ
と
に
覚
鐘
流
の
阿

字
観
と
の
関
係
に
注
目
す
る
｜
｜
、
ま
た
手
に
五
彩
の
糸
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
臨
終
行
儀
に
用
い
る
図
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、

山
越
阿
弥
陀
の
う
ち
禅
林
寺
本
は
や
や
両
手
の
間
隔
を

あ
け
る
の
に
対
し
、
金
戒
光
明
寺
本
は
両
手
を
相
接
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
両
手
が
接
し
て
い
る
こ
と
と
離
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、

｛

H
U）
 

あ
ま
り
厳
密
な
区
別
が
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
他
、
京
都
・
安
楽
寿
院
、
そ
し
て
奈
良
・
松
尾
寺
の
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
の
阿

弥
陀
が
、
両
手
の
間
隔
を
広
く
聞
け
た
独
特
な
こ
の
印
を
結
ん
で
い
る
。
ど
う
や
ら
来
迎
図
に
こ
の
印
が
多
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

阿
弥
陀
の
印
相
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
典
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、

11 
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り
、
彫
刻
作
例
に
目
を
転
じ
る
と
、
傍
像
な
が
ら
三
重
・
成
願
寺
像
が
こ
の
印
で
来
迎
相
を
し
め
し
て
い
る
。

以
上
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
第
一
、
二
指
を
相
捻
じ
る
説
法
印
阿
弥
陀
の
主
な
作
例
を
あ
げ
て
み
た
が
、
そ
れ
ら

か
ら
は
真
言
系
あ
る
い
は
来
迎
、
臨
終
行
儀
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
ん
で
き
た
。
そ
の
う
え
で
改
め
て
諸
図
像
集
を
見
る
な
ら
ば
、

（必）

こ
の
印
相
を
明
確
に
説
い
て
は
い
な
い
も
の
の
、
『
覚
禅
紗
』
に
図
を
掲
げ
る
「
五
尊
皇
茶
羅
」
の
阿
弥
陀
、
そ
し
て
『
別
尊
雑
記
』
、

（必）

『
諸
尊
図
像
」
、
金
沢
文
庫
本
『
覚
禅
紗
』
に
図
を
載
せ
る
「
九
品
呈
茶
羅
」
（
図
9
）
の
上
品
上
生
阿
弥
陀
が
同
じ
印
相
を
し
め
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
五
尊
量
茶
羅
」
は
、
阿
弥
陀
を
中
心
に
観
音
・
勢
至
・
地
蔵
・
龍
樹
の
四
菩
薩
の
五
尊
を
表
し
た
図
で
、

の
念
仏
行
者
に
と
っ
て
の
迎
接
仏
で
あ
る
と
伝
え
る
よ
う
に
、
来
迎
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
な

唐
井
州
A

現
在
の
山
西
・
陳
西
の
北
部
）

が
る
。
『
別
尊
雑
記
』
に
よ
れ
ば
、
心
覚
が
こ
の
印
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

上
品
上
生
の
阿
弥
陀
に
当
て
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
真
言
系
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
「
無
量
寿
儀
軌
』
に
説
く
大
呪
の
功
徳

一
方
、
「
九
品
量
茶
羅
」
は
、
こ
の
印
相
が

が
臨
終
時
に
上
品
上
生
の
往
生
を
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
往
生
は
上
品
上
生
が
本
義
と
さ
れ
た
。
阿
弥
陀
来
迎
の
様
を
表
現

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
に
は
む
ろ
ん
上
品
上
生
の
印
が
選
択
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
「
九
品
受
茶
羅
」
に
典

拠
を
求
め
た
可
能
性
も
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
第
一
、
二
指
を
相
捻
じ
る
W
の
形
式
の
説
法
印
が
、
仮
に
「
五
尊
量

茶
羅
」
や
「
九
品
量
茶
羅
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

む
し
ろ
来
迎
印
あ
る
い
は
上
品
上
生
印
と
い
う
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

カ言

四

説
法
印
阿
弥
陀
像
に
み
る
古
典
研
究
を
め
ぐ
っ
て

前
章
ま
で
は
説
法
印
阿
弥
陀
の
印
相
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
重
ね
て
き
，
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
か
ら
離
れ
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時



砲
の
形
式
の
説
法
印
阿
弥
陀
像
に
つ
い
て
、
古
典
研
究
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
私
見
を
述
ぺ
て
み
た
い
。

官
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
説
法
印
阿
弥
陀
に
は
、
静
岡
・
願
成
就
院
像
（
図
M
）
、
京
都
・
八
角
院
像
、
大
阪
・
専
修
寺

代
に
か
け
て
の
、
特
に
V
、

像
な
ど
、
慶
派
な
い
し
そ
の
周
辺
の
仏
師
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
作
例
が
少
な
く
な
い
。
私
見
で
は
、
和
歌
山
・
六
郷
極
楽
寺
像
（
図

日
）
、
議
賀
・
来
迎
寺
像
、
奈
良
・
西
大
寺
像
も
そ
う
し
た
作
例
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
と
に
六
郷
極
楽
寺
像
は
同
引
き
締
ま
っ
た
肉
取

り
は
仁
平
元
年
〈
一
一
五
一
）

の
奈
良
・
長
岳
寺
阿
弥
陀
三
尊
像

l
ー
特
に
脇
侍
菩
薩
｜
｜
（
図
ロ
）
に
、
ま
た
そ
の
清
新
な
感
覚
は

説法印阿弥陀如来像をめぐる試論

安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
、
運
慶
作
の
奈
良
・
円
成
寺
大
日
如
来
像
に
も
通
じ
る
も
の
で
、

（

H
H）
 

を
思
わ
せ
る
。
鎌
倉
彫
刻
様
式
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
作
例
で
あ
ろ
う
。
一
二
世
紀
第
三
四
半
期
頃
の
奈
良
仏
師
の
作

さ
て
、
鎌
倉
彫
刻
様
式
の
成
立
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
従
来
か
ら
奈
良
仏
師
に
よ
る
古
典
研
究
が
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
諸
像
に
関
し
て
は
、
ま
ず
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説
法
印
を
結
ぶ
こ
と
自
体
が
復
古
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
古
典

研
究
の
成
果
と
目
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
脚
腔
部
に
三
角
形
の
折
り
返
し
を
表
す
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
正
面
髪

際
の
ラ
イ
ン
が
下
向
き
に
弧
を
描
く
こ
と
で
あ
る
。
三
角
形
の
折
り
返
し
は
願
成
就
院
像
と
西
大
寺
像
、
さ
ら
に
奈
良
・
法
隆
寺
北
倉

像
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
形
式
は
こ
れ
ま
で
特
に
長
岳
寺
像
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
奈
良
時
代
あ
る
い
は
平
安
前
期
の
作

（必）

例
か
ら
の
学
習
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
そ
の
形
式
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
決
し
て
一

般
的
に
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
説
法
印
阿
弥
陀
の
三
例
に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
む
し
ろ
顕
著
な
特
色
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

次
に
、
正
面
の
髪
際
が
下
向
き
に
弧
を
描
く
形
式
は
、
願
成
就
院
像
、
来
迎
寺
像
、
八
角
院
像
、
愛
知
・
専
長
寺
像
、
高
知
・
安
楽
寺

像
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。
髪
際
が
下
向
き
に
う
ね
る
と
い
う
特
徴
は
‘

日
部
が
低
平
に
表
き
れ
る
作
例
に
も
大
抵
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
八
角
院
像
や
専
長
寺
像
、
安
楽
寺
像
に
つ
い
て
は
、

一
三
世
紀
以
降
、
宋
仏
画
か
ら
の
影
響
を
も
と
に
肉
警
や
地
髪

む
し
ろ
そ
、
？
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し
た
視
点
か
ら
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

L
、
願
成
就
院
像
や
来
迎
寺
像
に
つ
い
て
は
、

だ
顕
著
に
な
る
以
前
の
造
立
で
あ
り
、
別
の
視
点
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
平
安
後
期
の
作
例
で
は
、
髪
際
は
真
一
文
字
に
表
さ
れ
る
か
、

一
二
世
紀
末
、
彫
刻
に
宋
風
が
い
ま

あ
る
い
は
耳
前
か
ら
額
へ
と
連
な
る
曲
線
の
流
れ
の
ま
ま
に
緩
や
か
に
上
向
き
の
弧
を
描
く
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
飛
鳥
時
代
、
奈
良

前
期
の
作
例
で
も
同
様
だ
が
、
奈
良
後
期
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
の
作
例
中
に
は
、
奈
良
・
唐
招
提
寺
金
堂
虚
合
那
仏
像
、
奈
良
・

新
薬
師
寺
薬
師
加
来
像
と
い
っ
た
髪
際
が
下
向
き
に
う
ね
る
作
例
が
散
見
さ
れ
る
。
願
成
就
院
像
や
来
迎
寺
像
の
髪
際
の
表
現
は
、
そ

う
し
た
作
例
か
ら
の
学
習
の
成
果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

近
年
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
古
典
研
究
や
宋
代
美
術
の
受
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
様
式
あ
る
い
は
単
な
る
外
見
の

（必）

そ
の
背
後
の
意
味
や
機
能
を
考
究
L
ょ
う
と
す
る
論
考
が
相
次
い
で
い
る
。
筆
者
も
そ
う
し
た

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

視
点
の
必
要
性
に
賛
同
す
る
も
の
で
、
説
法
印
阿
弥
陀
像

l
ー
と
り
わ
け
願
成
就
院
像
！
l

に
認
め
ら
れ
る
古
典
研
究
の
成
果
も
、
単

に
古
い
要
素
の
寄
せ
集
め
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
規
範
、
す
な
わ
ち
模
刻
の
対
象
が
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
興
福
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
三
尊
で
あ
る
。
興
福
寺
講
堂
諸
像
の
う
ち
四
天
王
が
、
こ
の
時
期
、
南

（

U）
 

都
に
お
い
て
し
ば
し
ば
範
と
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
三
尊
に
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
願
成
就
院
像
の
量
感
表
現
に
つ
い
て
は
、
同
じ
説
法
印
を
結
ぶ
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
広
隆
寺
像
（
図
臼
）
と
比
較
し

ば
京
都
・
宝
菩
提
院
菩
薩
半
醐
像
や
京
都
・
神
護
寺
薬
師
知
来
坐
像
（
図
H
）
な
ど
、

て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
深
浅
自
在
に
刻
ま
れ
た
流
動
す
る
衣
槽
表
現
に
も
思
い
を
及
ぼ
せ
る
な
ら
ば
、
た
と
え

八
世
紀
末
頃
の
造
立
と
み
ら
れ
る
作
例
も
イ
メ

ー
ジ
の
源
泉
と
し
て
は
無
視
し
え
な
い
。
神
護
寺
像
に
は
右
腔
に
三
角
形
の
折
り
返
し
も
認
め
ら
れ
る
。
興
福
寺
講
堂
阿
弥
陀
三
尊
は
、

既
述
の
と
お
り
当
初
像
が
治
承
四
年
（
一
一
八
O
）
の
兵
火
ま
で
伝
来
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
当
初
像
が
造
立
さ
れ
た
延
暦
一

O



年
（
七
九
こ
は
宝
菩
提
院
像
、
神
護
寺
像
、
さ
ら
に
は
新
薬
師
寺
像
な
ど
の
造
立
時
期
に
前
後
す
る
で
あ
ろ
う
。
運
慶
が
願
成
就
院

像
を
完
成
さ
せ
た
の
は
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
で
あ
り
、
治
承
兵
火
か
ら
は
五
年
あ
ま
り
を
経
過
し
て
い
た
が
、
ま
だ
運
慶
の
な
か

に
は
興
福
寺
講
堂
像
の
記
憶
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
興
福
寺
講
堂
像
を
模
す
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
四
天
王
の
こ

と
も
含
め
て
後
考
に
期
し
た
い
が
、
奥
福
寺
講
堂
像
が
運
慶
に
と
っ
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
に
な
っ
た
可
能
性
は
検
討
に
値
す
る
で
あ

ろ、フ。

論試’Q
 

l

、、めを像来
n
H
 

も
u
h陀弥附

い
て
は
、
長
岳
寺
像
の
中
尊
が
定
印
で
あ
る
こ
と
に
問
題
が
残
る
。
し
か
し
、
安
元
三
年
（
二
七
七
）
完
成
の
明
円
作
京
都
・
大
覚

（
州
四
｝

猷
寺
五
大
明
王
像
は
、
不
動
を
除
く
四
明
王
は
東
寺
講
堂
像
に
忠
実
に
な
ら
い
な
が
ら
、
不
動
の
み
当
時
主
流
を
し
め
て
い
た
京
都
・
同

（印）

衆
院
不
動
明
王
像
（
旧
法
性
寺
五
大
堂
）
様
の
図
像
を
用
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
長
岳
寺
像
の
場
合
、
奥
福

な
お
、
憧
測
を
重
ね
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
興
福
寺
講
堂
像
の
存
在
は
、
長
岳
寺
阿
弥
陀
三
尊
の
復
古
的
形
式
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
脇
侍
菩
薩
が
半
酬
に
表
さ
れ
る
点
が
共
通
し
、
大
河
内
智
之
氏
が
長
岳
寺
像
に
つ
い

て
天
平
彫
刻
か
ら
の
影
響
を
指
摘
す
る
諸
形
式
｜
｜
旧
高
山
寺
薬
師
三
尊
と
比
較
さ
れ
る
中
尊
の
襟
を
立
て
る
表
現
、
脇
侍
菩
薩
の
警

の
正
面
観
、
ま
た
宝
菩
提
院
像
と
比
較
さ
れ
る
脇
侍
菩
薩
の
左
右
非
対
称
に
か
か
る
天
衣
の
形
式
な
ど
ー
ー
も
、
逆
説
的
な
言
い
回
し

に
な
る
が
、

い
ず
れ
も
延
暦
期
の
造
像
で
あ
れ
ば
具
わ
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
な
い
特
徴
ば
か
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
見
方
に
つ

寺
講
堂
三
尊
に
倣
い
な
が
ら
、
本
尊
の
印
相
の
み
当
時
主
流
の
定
印
を
採
用
し
た
と
の
解
釈
も
成
立
す
る
と
思
わ
れ
る
。

結

ぴ

15 

最
後
に
、
以
上
の
内
容
を
ま
と
め
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
未
解
決
の
問
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
拙
稿
に
お
い
て
提
示
し
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た
見
解
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、

八
世
紀
後
半
か
ら
登
場
す
る
両
手
と
も
第
一
、

四
指
を
相
捻
じ
、
掌
を
外
に
向
け
る
阿
弥
陀

説
法
印
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
そ
れ
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
安
後
期
、

一
二
世
紀
以
降
の
作
例
に
み
ら
れ
る
阿
弥
陀
説
法
印

の
う
ち
、
第
て
三
指
を
相
捻
じ
る
形
式
、
第
て

四
指
を
相
捻
じ
る
形
式
の
説
法
印
も
、

と
も
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
と
認
識
さ

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
形
式
の
説
法
印
は
、
本
来
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
は
説
か
れ
て
い
な
い

形
式
で
あ
り
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説
法
印
が
阿
弥
陀
の
小
呪
印
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
芳
源
口
伝
と
さ

れ
る
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
小
呪
印
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ

i
ス
を
求
め
た
。
と
は
い
え
、
阿
弥
陀
法
に
お
け
る
印
と
造
像
に
お
け
る

印
と
に
そ
う
し
た
相
関
関
係
を
認
め
う
る
か
ど
う
か
、
ま
た
芳
源
の
法
統
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、

そ
の
口
伝

の
伝
播
と
説
法
印
阿
弥
陀
の
個
々
の
造
像
と
の
結
び
つ
き
を
具
体
的
に
し
え
な
い
こ
と
に
問
題
が
残
る
。
次
に
、
第
一
、
二
指
を
相
捻

じ
る
形
式
の
説
法
印
に
つ
い
て
は
、
「
五
尊
周
囲
瓦
茶
羅
」
の
阿
弥
陀
や
「
九
品
量
茶
羅
」
の
上
品
上
生
阿
弥
陀
が
同
じ
印
相
を
し
め
す
こ

と
を
指
摘
し
、
説
法
印
と
い
う
よ
り
来
迎
印
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
個
々
の
作

例
が
「
五
尊
霊
茶
羅
」
と
「
九
品
量
茶
羅
」
の
い
ず
れ
と
関
係
す
る
の
か
、
具
体
的
な
問
題
は
す
べ
て
今
後
の
検
討
に
期
さ
れ
る
。
最

後
に
述
べ
た
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
説
法
印
阿
弥
陀
像
に
み
る
古
典
研
究
に
つ
い
て
も
課
題
は
多
い
。
願
成
就
院
像
を

中
心
に
、
興
福
寺
講
堂
阿
弥
陀
三
尊
に
そ
の
規
範
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
意
義
や
機
能
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
、

願
成
就
院
と
興
福
寺
講
堂
の
安
置
像
の
構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

さ
て
、
拙
稿
で
論
じ
て
き
た
こ
と
に
問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
が
十
分
に
認
識
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ

る
。
た
だ
、
説
法
印
阿
弥
陀
像
に
閉
じ
て
は
、
魅
力
的
か
つ
未
解
決
の
問
題
が
多
く
、
今
後
の
研
究
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
る
。



註
（

1
）
 

説法印阿弥陀加来像をめぐる試論

松
島
健
「
鎌
倉
彫
刻
前
期
の
二
大
潮
流
」
原
色
日
本
の
美
術
九
『
中
世
寺
院
と
鎌
倉
彫
刻
』
改
訂
第
三
版
所
収
、
一
九
九
四
年

松
岡
久
美
子
「
湛
慶
世
代
の
作
風
展
開
に
つ
い
て
｜
｜
京
都
正
法
寺
（
八
角
堂
）
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
京
都
西
国
寺
阿
弥
陀
如
来
坐

像
を
中
心
に
｜
1

」
『
研
究
紀
要
（
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究
室
）
』
三
二
、
二

O
O
一
年
三
月

（2
）
光
森
正
士
「
阿
弥
陀
仏
の
印
相
図
解
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
阿
弥
陀
仏
彫
像
』
所
収
、
東
京
美
術
、
一
九
七
五
年
四
月
。
日
本
の

美
術
二
四
一
『
阿
弥
陀
知
来
像
』
（
至
文
堂
、
一
九
八
六
年
六
月
）
に
再
録

（3
）
中
村
元
『
図
説
仏
教
語
大
辞
典
』
（
［
説
法
］
［
説
法
印
］
［
転
法
輪
印
］
の
各
項
）
東
京
書
籍
、
一
九
八
八
年
二
月

（4
）
岡
田
健
「
初
唐
期
の
転
法
輪
印
阿
弥
陀
図
像
に
つ
い
て
の
研
究
」
『
美
術
研
究
』
一
ニ
七
三
、
二

0
0
0年
三
月

（5
）
島
地
大
等
「
印
度
古
彫
刻
に
顕
れ
た
る
仏
像
の
研
究
」
同
『
教
理
と
史
論
』
所
収
、
明
治
書
院
、
一
九
一
二
一
年
（
同
復
刻
版
、
中
山

書
房
、
一
九
七
八
年
）

（6
）
前
掲
注
3
岡
田
論
文

（7
）
日
本
の
説
法
印
阿
弥
陀
の
作
例
に
つ
い
て
は
、
神
戸
佳
文
氏
作
成
の
一
覧
表
を
参
照
し
た
。

神
戸
佳
文
「
小
野
市
万
勝
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
つ
い
て
｜
｜
説
法
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
坐
像
の
一
例

l
l
」
「
塵
界
（
兵
庫
県
立
歴

史
博
物
館
紀
要
）
』
六
、
一
九
九
三
年
三
月

（8
）
大
脇
潔
「
埼
仏
と
押
出
仏
の
同
原
型
資
料
｜
｜
夏
見
廃
寺
の
埼
仏
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」
「
M
U
S
E
U
M』
四
一
八
、
一
九
八
六

年
一
月

（9
）
西
大
寺
に
伝
来
す
る
四
仏
は
、
同
寺
東
西
両
塔
に
安
置
さ
れ
た
二
組
の
四
方
四
仏
の
う
ち
四
躯
と
み
ら
れ
て
い
る
。
町
田
甲
一
氏
は

そ
の
尊
名
に
つ
い
て
、
『
金
光
明
経
』
所
説
の
四
仏
も
し
く
は
輿
福
寺
な
ど
の
塔
本
四
仏
の
そ
れ
で
あ
っ
た
可
能
性
を
祇
摘
す
る
が
、

前
者
に
は
無
量
寿
、
後
者
に
は
阿
弥
陀
が
含
ま
れ
る
。

町
田
甲
一
「
四
仏
坐
像
」
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
一
四
巻
西
大
寺
全
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
五
月

（
叩
）
た
だ
し
、
法
隆
寺
伝
法
堂
西
の
閥
、
束
の
聞
の
各
像
は
、
詳
細
に
み
る
と
上
記
の
作
例
に
お
け
る
説
法
印
と
は
形
式
が
異
な
る
。
西

の
間
像
は
左
手
の
位
置
が
右
手
よ
り
若
干
高
く
、
わ
ず
か
に
両
手
の
間
隔
が
あ
い
て
い
る
。
束
の
間
像
は
両
手
と
も
掌
を
外
に
向
け
ず

に
対
向
さ
せ
、
ま
た
第
て
四
指
を
屈
す
る
も
の
の
指
先
が
接
し
て
お
ら
ず
、
厳
密
に
は
相
捻
じ
て
い
な
い
。

17 
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（
日
）
孝
恩
寺
像
の
両
手
に
つ
い
て
は
後
補
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
確
認
し
得
て
い
な
い
。

（
ロ
）
浜
田
隆
「
定
印
阿
弥
陀
像
成
立
史
考
（
上
・
下
）
」
『
仏
教
芸
術
』
一

0
0
・一

O
四
、
一
九
七
五
年
年
二
月
・
十
一
月

（
日
）
十
世
紀
後
半
の
制
作
と
み
ら
れ
る
元
興
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
そ
の
最
も
初
期
に
遡
る
作
例
と
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
像
の
尊

名
を
阿
弥
陀
と
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
掲
注
（
臼
）
浜
田
論
文
は
、
寛
徳
二
年
（
一

O
四
五
）
に
敦
明
親
王
が
六
条
邸
内
に
造

立
し
た
阿
弥
陀
迎
接
像
が
記
録
上
の
初
見
と
す
る
。

（M
）
た
だ
し
、
逆
に
当
麻
墨
茶
羅
図
の
な
か
に
も
H
で
は
な
く
、
京
都
・
三
鈷
寺
本
の
よ
う
に
両
手
と
も
掌
を
正
面
に
向
け
る
形
式
を
採

用
す
る
作
例
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
彫
刻
で
は
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
在
銘
の
岐
阜
・
願
興
寺
釈
迦
三
尊
像
の
中
尊
、
神

奈
川
・
極
楽
寺
釈
迦
如
来
坐
像
な
ど
、
釈
迦
に
は
鎌
倉
時
代
に
こ
の
形
式
の
印
相
を
結
ぶ
作
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
日
）
水
野
敬
三
郎
「
法
隆
寺
伝
法
堂
阿
弥
陀
三
尊
」
「
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
三
巻
法
隆
寺
三
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
十
一
月

水
野
氏
ば
、
法
隆
寺
伝
法
堂
の
西
の
問
、
束
の
間
阿
弥
陀
の
手
印
を
、
興
福
院
像
や
広
隆
寺
像
な
ど
と
同
様
に
「
陀
羅
尼
集
経
』
第

二
所
説
の
阿
弥
陀
説
法
印
と
み
な
し
て
い
る
。
な
お
、
説
法
印
と
『
陀
羅
尼
集
経
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
も
前
掲
注

（
ロ
）
浜
田
論
文
、
秋
山
昌
海
『
仏
像
印
相
大
事
典
』
（
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
等
に
指
摘
が
あ
る
。

（
時
）
『
大
正
新
惰
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
八
O
O頁
下
段
（
以
下
『
大
正
蔵
』
一
八
｜
八
O
O下
の
よ
う
に
略
す
。
）

（
口
）
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
図
像
編
第
四
巻
四
五
五
頁
上
段
（
以
下
『
大
正
蔵
』
図
像
四
1

四
五
五
上
の
よ
う
に
略
す
。
）

小
呪
印
腕
輪
一
脚
記

以
二
大
指
捻
無
名
指
甲
。
合
掌
横
置
即
成
一
泊

康
漂
停粂
意
云
。
左
手
作
三
古
。
仰
安
勝
。
右
手
以
無
名
指
捻
大
指
甲
。
覆
左
印
上
云
と

芳
源
抄
一
五
。
集
経
輪
印
也
。
庚
隆
寺
丈
六
禰
陀
。
邸
此
印
也

『
大
正
蔵
』
図
像
八
一
一

O
三
上

阿
密
純
一
護
協
…

先
根
本
印

次
小
呪
印
真
言

（日）

ノ

ナ

リ

陀
羅
尼
集
経
一
五
。
阿
禰
陀
偽
輪
印
。
謂
左
手
仰
レ
掌
。
大
指
無
名
指
両
頭
相
柱
。
食
中
小
三
指
皆
箭
展
レ
之
。
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右
手
同
レ
前
。
但
以
二
此
手
一
覆
二
左
手
上
↓
こ
手
大
指
無
名
指
甲
垂
レ
之
相
柱

（
四
）
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
「
以
右
大
指
無
名
指
頭
。
塵
左
大
指
無
名
指
頭
」
を
厳
密
に
解
釈
す
る
と
、
法
隆
寺
伝
法
堂
の
二
組
の
阿
弥
陀

三
尊
は
、
西
の
間
像
は
左
右
の
手
の
高
さ
が
ず
れ
、
両
手
の
間
隔
が
開
い
て
い
る
点
、
束
の
間
像
は
第
一
、
四
指
を
各
屈
し
な
が
ら
も

指
先
が
接
し
て
お
ら
ず
、
両
手
の
掌
を
対
向
さ
せ
て
両
手
が
接
し
て
い
な
い
点
に
相
違
が
あ
る
。
両
像
が
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
説

法
印
か
否
か
は
、
以
下
に
述
べ
る
同
経
の
受
容
時
期
の
問
題
も
含
め
て
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

（
却
）
赤
山
得
誓
「
阿
弥
陀
仏
の
印
相
に
つ
い
て
」
「
龍
谷
教
学
（
龍
谷
教
学
会
議
研
究
紀
要
）
』
一
二
、
一
九
七
七
年
六
月

（
幻
）
瀬
山
里
志
「
陀
羅
尼
集
経
様
四
天
王
像
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
展
開
」
『
仏
教
芸
術
」
二
三
九
、
一
九
九
八
年
七
月

瀬
山
氏
は
、
西
大
寺
造
像
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
同
経
所
説
の
阿
弥

陀
説
法
印
と
同
じ
印
相
を
結
ぶ
伝
宝
生
如
来
も
、
や
は
り
本
来
は
阿
弥
陀
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
盟
）
佐
和
隆
研
「
陀
羅
尼
集
経
覚
書
」
『
仏
教
芸
術
』
一

0
0、
一
九
七
五
年
二
月

（
お
）
藤
田
経
世
「
校
刊
美
術
史
料
寺
院
編
上
巻
』

講
堂
阿
弥
随
三
尊
、
中
尊
説
法
印
、
高
名
四
天
王
像
げ
、
可
見
、
北
方
天
吉
b
可
見
、
文
殊
浮
名
像
ア
リ
、
f

可
見
（
『
七
大
寺
日
記
』
）

講
堂
一
宇
七
閑
図
面
瓦
奏
、
（
中
略
）
安
丈
六
阿
祢
施
像
説
法
印
、
脇
侍
二
勝
、
四
天
王
像
、
離
れ
制
労
天
文
殊
浮
名
等
像
彩
色
（
『
七

大
寺
巡
礼
私
記
』
）

（M
）
奥
福
寺
量
茶
羅
な
ど
の
絵
画
資
料
で
は
、
講
堂
阿
弥
陀
は
第
一
、
二
指
を
相
捻
じ
る
W
の
形
式
の
作
例
が
多
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら

の
絵
画
資
料
に
印
相
の
細
部
に
ま
で
正
確
さ
を
求
め
て
も
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
治
承
兵
火
後
の
院
尊
に
よ
る
再
興
像

が
N
の
形
式
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
し
な
い
が
、
当
初
像
は
や
は
り
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
羽
の
形
式
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

（
お
）
麻
木
傭
平
「
興
福
寺
南
円
堂
の
創
建
当
初
本
尊
像
と
鎌
倉
再
興
像
」
「
仏
教
芸
術
』
一
六
O
、
一
九
八
五
年
五
月

（
加
）
『
中
右
記
」
永
長
元
年
九
月
二
十
七
日
条

（
幻
）
永
承
火
災
後
の
復
興
経
過
を
詳
細
に
記
す
『
造
興
福
寺
記
』
に
は
、
講
堂
像
の
造
立
の
記
録
が
な
い
。
ま
た
、
『
扶
桑
略
記
』
治
暦

二
年
（
一

O
六
六
）
二
月
二
五
条
は
、
同
日
に
康
平
火
災
後
の
再
興
供
養
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
す
が
、
金
堂
、
東
金
堂
な
ど
の
仏
像

に
つ
い
て
は
「
奉
造
立
安
置
」
と
記
す
の
に
対
し
、
講
堂
の
仏
像
に
つ
い
て
は
「
加
修
飾
奉
安
」
と
あ
る
。

（
却
）
講
堂
諸
像
の
な
か
で
も
四
天
王
が
特
に
高
名
で
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
瀬
山
里
志
氏
、
瀬
谷
貴
之
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
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前
掲
注
（
幻
）
瀬
山
論
文

瀬
谷
貴
之
「
興
福
寺
四
天
王
像
の
再
検
討
ー
ー
そ
の
肉
身
色
を
手
掛
か
り
と
し
て

l
i
」
「
美
術
史
』

月

（
却
）
広
隆
寺
阿
弥
陀
像
の
場
合
も
、
同
寺
に
は
閉
じ
く
九
世
紀
半
ば
頃
の
作
と
み
ら
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
様
の
四
天
王

存
）
が
伝
来
し
て
お
り
、
こ
れ
が
阿
弥
陀
に
付
随
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
却
）
『
大
正
蔵
』
図
像
四
！
六
七
九

身
色
白
黄
色
。
住
定
印
。
着
軽
衣
。
坐
宝
蓮
花
。
金
剛
胎
蔵
倶
臼
黄
色
井
定
印

陀
羅
尼
集
経
云
。
阿
弥
陀
仏
結
蹴
欧
坐
。
予
作
説
法
印
。
左
右
大
指
各
捻
克
名
指
一
切

又
以
大
指
押
中
指
端
是
也
（
句
点
は
筆
者
）

な
お
、
こ
の
図
像
は
『
四
家
紗
図
像
』
巻
上
（
『
大
正
蔵
』
図
像
四
｜
七
五
七
）
に
も
収
載
さ
れ
る
。

（
但
）
『
大
正
蔵
』
図
像
四
｜
四
六
二
上

な
お
、
安
養
房
芳
源
に
つ
い
て
は
、
櫛
田
良
洪
氏
の
研
究
に
詳
し
い
（
櫛
田
良
洪
『
覚
鍍
の
研
究
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
二

月
）
。
す
な
わ
ち
、
石
山
寺
修
仁
の
法
統
を
相
承
し
た
仁
和
寺
の
僧
で
、
九
条
師
通
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
図
像

抄
』
の
作
者
と
い
わ
れ
る
恵
什
、
ま
た
中
川
実
範
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
、
『
覚
禅
紗
』
に
は
芳
源
の
説
が
多
く
引
用
さ
れ

て
い
る
。
芳
源
の
説
は
台
密
の
法
受
院
相
実
に
も
相
承
さ
れ
、
ま
た
「
阿
裟
縛
抄
』
に
そ
の
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
先
に
み
た
と

お
り
で
あ
る
。
芳
源
は
、
こ
の
印
を
秘
事
と
し
て
、
み
だ
り
に
伝
え
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
後
に
は
次
第
に
広
範
に
伝
承
さ
れ
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
芳
源
の
法
統
を
し
め
す
史
料
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

『
血
脈
類
集
記
』
第
四
「
大
法
師
寂
円
」
裏
書

第

十

代

第

十

一

代

阿

関

梨

修
仁
糊
購
読
齢
五
－
｜
増
蓮
｜
芳
源
開
捕
許
！
恵
什
俳
諸
問
綱
子
｜
相
実
霊
長
院

『
三
国
真
言
伝
法
師
資
相
承
血
脈
』
ι

「
申
星
倍

増
蓮
阿
閤
梨
｜
芳
源
一
韓
関

1
5範

『
大
正
蔵
』
図
像
三
｜
九
上

四
七

一
九
九
九
年
一

O

（
三
躯
の
み
現

（担）
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（
お
）
「
大
正
蔵
」
図
像
三

l
九
五
下

（
担
）
『
大
正
蔵
』
図
像
四
｜
四
五
四
下
1
四
五
五
上

（
お
）
『
大
正
蔵
』
一
九
｜
六
七
。
以
下
、
「
無
量
寿
儀
軌
』
と
略
す
。

（
坊
）
高
田
修
「
鳳
風
堂
本
尊
胎
内
納
置
の
党
字
阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪
考
」
『
美
術
研
究
』
一
八
三
、
一
九
五
六
年
二
月

（
幻
）
阿
弥
陀
法
に
お
け
る
行
者
が
結
ぶ
印
契
が
、
果
た
し
て
実
際
の
造
像
や
造
像
法
な
い
し
図
像
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
否
か
は

難
し
い
問
題
で
あ
る
。
な
お
、
井
上
一
稔
氏
は
、
螺
髪
宝
冠
阿
弥
陀
に
つ
い
て
、
五
相
成
身
観
を
行
じ
て
阿
弥
陀
と
一
体
と
な
っ
た
行

者
が
諸
仏
か
ら
の
港
項
を
受
け
て
宝
冠
を
着
す
こ
と
を
根
拠
と
し
て
そ
の
図
像
が
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。

井
上
一
稔
「
螺
髪
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
」
『
美
術
研
究
』
三
四
三
、
一
九
八
九
年
二
月

（
招
）
水
野
敬
三
郎
「
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
四
巻
法
隆
寺
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
五
月

（
却
）
山
本
勉
日
本
の
美
術
三
七
四
「
大
日
如
来
像
』
一
九
九
七
年
七
月

（
却
）
中
野
玄
三
「
来
迎
図
の
美
術
』
同
朋
社
、
一
九
八
五
年
五
月

（
日
記
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
、
両
手
と
も
掌
を
正
面
に
向
け
る
形
式
で
あ
り
な
が
ら
、
両
手
の
間
隔
が
開
い
た
作
例
と
し
て
法
隆
寺
北
倉

像
が
あ
る
。
第
一
、
三
指
を
相
捻
じ
る
説
法
印
は
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
『
陀
羅
尼
集
経
」
所
説
の
説
法
印
の
異
説
と
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
来
は
両
手
が
接
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
心
覚
筆
『
諸
尊
図
像
』
で
は
、
三
種
の
説
法
印
の
い
ず
れ
も
両
手
の

間
隔
が
開
い
て
お
り
、
相
捻
じ
る
指
の
相
違
の
み
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
印
相
を
伝
承
、
転
写
す
る

過
程
で
形
が
次
第
に
崩
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
位
）
『
大
正
蔵
』
図
像
四
！
四
六
回
上
l
中
・
図
像
三
四

な
お
、
こ
の
図
像
は
、
図
を
掲
載
し
な
い
も
の
の
『
図
像
抄
』
や
『
別
尊
雑
記
』
に
も
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
必
）
「
九
品
量
茶
羅
」
に
つ
い
て
は
泉
武
夫
氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

泉
武
夫
「
十
体
阿
弥
陀
像
の
成
立
」
『
仏
教
芸
術
』
一
六
五
、
一
九
八
六
年
三
月

，
な
お
、
「
九
品
受
茶
羅
」
の
上
品
上
生
阿
弥
陀
は
、
「
別
尊
雑
記
』
（
仁
和
寺
本
）
で
は
両
手
の
間
隔
が
せ
ま
い
が
、
「
諸
尊
図
像
』

（
旧
東
寺
観
智
院
本
）
で
は
両
手
の
間
隔
が
や
や
広
が
る
な
ど
、
両
手
の
位
置
は
一
致
し
て
い
な
い
。

（
叫
）
六
郷
極
楽
寺
像
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
像
高
八
七
・
九
セ
ン
チ
。
木
造
（
槍
）
・
漆
箔
・
玉
眼
巌
入
。
頭
体
幹
部
は
左
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右
二
材
製
。
背
面
に
背
板
風
に
一
材
、
左
体
側
部
に
竪
一
材
、
脚
部
に
横
一
材
を
矧
ぐ
。
像
内
は
平
滑
に
内
朝
を
施
し
割
首
す
る
。
右

手
は
肩
、
肘
、
手
首
で
各
矧
ぎ
、
左
前
勝
、
左
手
先
を
適
宜
別
材
製
と
す
る
。
頭
体
幹
部
材
と
左
体
側
材
の
間
と
左
体
側
材
と
脚
部
材

の
間
に
マ
チ
材
を
は
さ
む
が
、
同
趣
の
細
工
が
長
岳
寺
阿
弥
陀
像
に
も
み
ら
れ
る
。
脚
部
底
面
に
薄
板
を
当
て
（
裳
先
含
む
）
、
体
部

地
付
に
も
後
補
材
を
打
ち
回
し
て
い
る
。
旋
毛
形
の
螺
髪
に
ま
じ
り
、
粒
状
の
螺
髪
が
あ
る
の
は
後
補
。
漆
箔
、
底
板
な
ど
も
後
補
。

（
必
）
大
河
内
智
之
「
長
岳
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て
」
（
『
帝
塚
山
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
紀
要
」
創
刊
号
、
二

0
0
0年
三

月
）
に
、
三
角
形
の
折
り
返
し
を
は
じ
め
、
鎌
倉
彫
刻
様
式
成
立
に
関
わ
る
古
典
学
習
の
研
究
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
必
）
中
野
聴
「
霊
験
仏
と
し
て
の
大
安
寺
釈
迦
如
来
像
」
「
仏
教
芸
術
』
二
四
九
、
二

0
0
0年
三
月

皿
井
舞
「
模
刻
の
意
味
と
機
能
｜
｜
大
安
寺
釈
迦
知
来
像
を
中
心
に
｜
｜
」
『
研
究
紀
要
（
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究

室
）
』
二
二
、
三

O
O
一
年
三
月

奥
健
夫
「
如
来
像
の
髪
型
に
お
け
る
平
安
末
1
鎌
倉
初
期
の
一
動
向
｜
｜
波
状
髪
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
『
仏
教
芸
術
』
二
五

六
、
二

O
O
一
年
五
月

こ
の
他
、
頼
助
l
康
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l
康
朝
1
成
朝
と
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く
院
政
期
の
奈
良
仏
師
が
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福
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あ
る
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係
を
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も
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携
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仏
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像
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さ
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け
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発
想
は
、
そ
う
し
た
奈
良
仏
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の
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格
の
面
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ら
も
慎
ま
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け
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ば
な
ら
な
い
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立
研
介
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」
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五
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一
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）
前
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却
）
瀬
谷
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文

（
川
崎
）
前
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注
（
伍
）
大
河
内
論
文

（
却
）
伊
東
史
朗
「
明
円
作
五
大
明
王
像
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｜
｜
後
白
河
院
政
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
立
場
｜
｜
」
『
晶
子
叢
』

月
（
同
「
平
安
時
代
彫
刻
史
の
研
究
」
所
収
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

0
0
0年
四
月
）

（
印
）
山
岸
公
基
「
同
衆
院
（
旧
法
性
寺
五
大
堂
）
不
動
明
王
像
の
造
立
と
そ
の
意
義
」
『
美
術
史
」

五

一
九
九
三
年
三

一一一八、

一
九
九
O
年
三
月

（
文
学
研
究
科
助
教
授
）
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図7 図6 図5
広隆寺阿弥陀如来坐像 法隆寺金堂第6号壁画 東京国立博物館押出仏



名 称 所蔵 時代 世紀・年代 十旨

阿弥陀三尊像
奈良・法隆寺伝法堂

奈良 8世紀 4変
（西の間）

阿弥陀三尊像
奈良・法隆寺伝法堂

奈良 自世紀 4変 1（束の間）

阿弥陀ニ尊像 奈良・興福院 奈呉 8世紀

｛云宝生如来坐像 奈良・西大寺 奈良 8世紀 4 

阿弥陀如来坐像 N.Y.・個人像 奈良 8世紀 4 

阿弥陀如来坐像 ¥Jj＂都・広隆寺 平間 9世紀 4 i 
阿弥陀如来坐像 石川・伏見寺 乎間 9世紀 ,4 

伝弥勤如来坐像 大阪・孝恩寺 平自j9世紀 3 

阿弥陀如来坐像 和歌山・金翻峰寺 平後 12世紀 2変

阿弥陀如来坐像
奈良・法議寺（旧夢

平後 12世紀 2変l
殿）

阿弥陀如来坐像 奈臭・法隆寺（;jt宮｝ 平後 12世紀 4変

阿弥陀ニ尊像 兵庫・多聞寺 平後 12世紀 4 

阿弥陀如来坐橡 和歌山・六郷極楽寺 平後 12世紀 4 

阿弥陀如来坐像 奈良・称名寺 平後 12世紀 3 

阿弥陀如来坐像 奈良・善福寺 平後 12世紀 3 

阿弥陀如来坐像 京都・仏陀寺 平後 12世紀 .j ，、

阿弥陀如来坐像 和歌山，長保寺 平後 12世紀 4 

阿弥陀如来坐像 静岡・顧成就院 鎌倉 1186年 3 

阿弥陀如来坐像 滋賀ー来迎寺 鎌倉 1196年 9 3 

阿弥陀如来坐像 大正大学 鎌倉 12世紀 3 

阿弥陀如来坐像 大阪・専修寺 鎌倉 12 13世紀 3 

阿弥陀如来坐像 兵庫・万勝寺 鎌倉 12-13世紀 2 

阿弥陀如来坐像 奈良・西大寺 鎌倉 12 13世紀 4 

阿弥陀如来坐像 京都・八角混 鎌倉 13世紀 3 

阿弥陀三尊像 静岡・建穂寺 鎌倉 13世紀 3 

阿弥詑如来坐像 愛知・専長寺 鎌倉 .13世紀 3 

阿弥陀如来坐像 山形・個人 鎌倉 1247年 2 

阿弥柁如来坐像 品知・安楽寺 鎌倉 13 14世紀 3 

阿弥陀浄土重量茶羅 奈良国立博物館 平後 12世紀 3 

阿弥陀浄土受茶羅 和歌山・西禅院 平後 12世紀 4 

阿弥陀経量茶羅 』＇＂都・知恩院 鎌倉 12 l3世紀 2 

阿弥陀ュ尊・章子
奈良・法華寺 鎌倉 13世紀 4 

来迎図

阿弥陀聖衆来通図 ＂＂都・安楽寿院 鎌倉 13世紀 2変

阿弥陀聖衆来迎図 奈良・松尾寺 鎌倉 13世紀 2変

山越阿弥陀図 思都・宇単車本寺 鎌倉 13世紀 2変

山越阿弥陀図鳥風 示都・金戒光明寺 鎌倉 14世紀 2 

地獄極楽図扉風 思都・金戒光明寺 鎌倉 14世紀 2変

十体阿弥陀図（上
京都・知恩寺 鎌倉 13世紀 2 

品上生）

十体阿弥陀図（上
京都・知恩寺 鎌倉 13世紀 3 

品中生）

興福寺講堂受茶羅 東且・個入 鎌倉 13 14世紀 2 

両手掌を外に向ける説法印阿弥陀の主要作例
※［指］欄の数字は第l指と相捻じる指、「変jは変形の
意
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図8
r諸尊図像』巻上「阿禰陀」

図9

「諸尊図像」巻上「往生受茶羅」
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図11 図10
六郷極楽寺阿弥陀如来坐像 願成就院阿弥陀如来坐像

図13 図12
長岳寺阿弥陀如来坐像 神護寺薬師如来坐像



27 SUMMARY 

A Tentative Theory Concerning the Amitabha with the Preaching 

Mudra 

Yutaka FUJIOKA 

Images of the Buddha Amitabha were produced in Japan from 

the late 7出 century.Initially, most of these images displayed the 

preaching mudra, a hand position that had its roots in the art of the 

Gupta India. However, in the latter half of the 8出 century,sculptures 

of Amitabha began to be made that adopted a new type of preaching 

mudra that was based on the Daranijikkyo (Sutra of the Collected 

Incantations). In this latter type of image, the thumb and ring fingers 

touch and the palms faced outwards. Later, under the influence of 

esoteric Buddhist mal).9.alas, the primary hand position for Amitabha 

images made from the end of the gth century on came to be the 

meditation mudra. Then, along the rise of Pure Land Buddhist teach・ 

ings from the 11th century on, the so-called “coming in welcome 

mudra" was added to Amitabha iconography. However, in the 121h 

century, Amitabha images adopting the preaching mudra again came 

to be produced. The images that marked this revival in the late 

Heian Period have a few unique characteristics: the palms of both 

hands face outwards; and instead of the ring finger, the thumb forms 

a ring with either the index or middle fingers. The author suggests 

that the latter type is related to the hand position adopted by monks 

chanting Amitabha’s“little incantation" (asking for birth in the Pure 

Land). On the other hand, the author points out the possibility that 

the gesture in which the thumb and index . finger are linked should 
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rather be referred to as a coming in welcome mudra. 

キーワード；説法印阿弥陀如来柁羅尼集経来迎印古典研究


